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ヒトゲノム計画が進む中、遺伝子の塩基配列の解析技術は飛躍的に高度化し、併せて、

遺伝子情報のデータベース化が急速に展開されている。 

今後、遺伝子レベルでの生命現象を理解するとともに、遺伝子情報の医療技術等への橋渡

しを行うためには、これらの遺伝子情報を活用して、個々の遺伝子が作り出すたんぱく質

が生体内でどのような役割を担っているのかを理解し、生命現象との係わりを解明するこ

とが重要である。 

また、これらの研究は、将来的には、遺伝子情報に基づいたゲノム創薬や、高機能食

物の実現、たんぱく質の高機能化、たんぱく質のデザイン等の革新技術への展開が期待さ

れる重要な分野である。  

このため、戦略目標として「遺伝子情報に基づくたんぱく質解析を通した技術革新」

を設定し、ポストゲノム研究の大きな柱であるたんぱく質について、その構造・機能解析

を進めることにより、たんぱく質の役割を明らかにする。 

なお、本戦略目標の下で行われることが想定される研究としては、例えば、たんぱく質の

構造解析、たんぱく質の機能解析等が考えられる。 
 


